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              ☆ホームページアドレスが新しくなりました。

時代にふり回されるのではない時代にふり回されるのではない時代にふり回されるのではない時代にふり回されるのではない時代にふり回されるのではない          自自自自自分分分分分ののののの人人人人人生生生生生ををををを語語語語語っっっっってててててほほほほほしししししいいいいい、、、、、　　　　　

あの時あの時あの時あの時あの時          心を躍らせて生きた　自分の人生を語ってほしい、心を躍らせて生きた　自分の人生を語ってほしい、心を躍らせて生きた　自分の人生を語ってほしい、心を躍らせて生きた　自分の人生を語ってほしい、心を躍らせて生きた　自分の人生を語ってほしい、

後悔に後悔に後悔に後悔に後悔に     身をふるわせたこともある身をふるわせたこともある身をふるわせたこともある身をふるわせたこともある身をふるわせたこともある          自自自自自分分分分分ののののの人人人人人生生生生生ををををを語語語語語っっっっってててててほほほほほしししししいいいいい、、、、、　　　　　

笑い　泣き　歯ぎしりをした　自分の人生を語ってほしい、笑い　泣き　歯ぎしりをした　自分の人生を語ってほしい、笑い　泣き　歯ぎしりをした　自分の人生を語ってほしい、笑い　泣き　歯ぎしりをした　自分の人生を語ってほしい、笑い　泣き　歯ぎしりをした　自分の人生を語ってほしい、

今日　こんな決意をしたという　自分の人生を語ってほしい今日　こんな決意をしたという　自分の人生を語ってほしい今日　こんな決意をしたという　自分の人生を語ってほしい今日　こんな決意をしたという　自分の人生を語ってほしい今日　こんな決意をしたという　自分の人生を語ってほしい

 To To To To To　　　　　telltelltelltelltell　　　　　thethethethethe　　　　　story 47story 47story 47story 47story 47

　　 　  『『『『『あああああののののの時時時時時渡渡渡渡渡ささささされれれれれたたたたたバババババトトトトトンンンンンををををを・・・・・・・・・・・・・・・』』』』』

　長女が公同幼稚園に転入させてい

ただいた５年前、転入先を探してい

るときに出会った公同幼稚園の当時

の案内書には、「子どもたちにとって

必要なのは、やがて見つめざるを得

ないであろう人生の目標や課題を早

め早めに見てしまうことではありま

せん。」という一文がありました。私

は大変共感し、この幼稚園は子ども

にとって本当に必要な生きていく力

を身に付けることができる場所であ

ることを直感しました。私自身一人

の父親として子育ての渦中にいると

どうしても成長の先取りをしたくな

る時があります。読み書き計算など、

将来を心配すればこそではあるので

すが、でも実際にはほんの少しだけ

先取りすることで自分が安心したい

のかもしれません。

少々前のことですが、順子先生に

ご紹介いただいた奈良女子大の浜田

寿美男先生の著書「赤ずきんちゃん

と新しい狼のいる世界」を読ませて

いただきました。以前平岡先生もご

紹介されていましたが、その視点は

鋭く、けれども平易にかかれており

ご一読をおすすめしたい本です。一

部だけをご紹介するのは難しいので

すが、掲載されている写真にとても

印象的なものがありました。およそ

５０年位前の薪を背負った少女の写

真、続いて現代の、学習塾のカバンを

背負った少女の写真です。この２枚

の写真には子どもも貴重な労働力
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だった時代、子どもなりに家庭の中

でも社会の中でも果たすべき役割を

持っていたこと、翻って現代は個人

としての自分の能力を高め、競争を

勝ち抜いていくことを求められてい

る、大きな様変わりが見て取れます。

望むと望まざるとに関わらず、子ど

もたちをとりまく世界は大きく変

わっており、その渦中で果たすべき

役割を見失ってしまったり、能力を

高めることが制度化されその能力を

どう使うかということは大切にされ

てこなかった、そのような指摘がさ

れており、子どもが本当に身につけ

るべき力の大切さをあらためて認識

した次第です。

  現代の日本は、食べていくという

事に限って言えば昔に比べて随分楽

になったのだと思います。でも今の

社会もなかなか大変です。私自身も

含めて園児のお父様方は今風の言葉

でいうと “アラフォー” の方が多い

と思いますが、この年代は会社員の

方も自営の方も公家員の方も職場の

中核となる、あるいは事業の正念場

であったりしてその激務は相当な負

荷であり、そういう働き方を続けて

いてると自分を見失いそうな時もあ

ります。でも、そこで立ち止まっても

う一度冷静に自分を見つめ直す事が

どうににかできているのは、家族の

支えはもちろんですが、やはり子ど

もの頃、毎日真っ暗になるまで遊ん

だ原体験、布団の中で明日は何して

遊ぼうか考えながら眠った毎日が自

分の中のどこかに根付いていて、生

きることは楽しいことだと刻み込ま

れているからだと思えるのです。そ

のように育った事、育ててくれた親

や廻りの大人たちに感謝しています。

７～８年前のことですが、西宮に

転居してくる前は我が家は埼玉県に

居住しており、同じマンションにあ

る先輩ママさんがいらっしゃいまし

た。当時新米ママであった妻はこの

３人のお子さんを持つ奥様に普段か

ら子育てのことなどお世話になるこ

とが多く、何かお礼がしたいという

ようなことを伝えたのですが、返っ

てきた答えは予想していないもので

した。「今度はあなたが、大変な時期

にいる人を助けてあげればいいの

よ。」と、そして「私もそういわれた

のよ」と。私たち夫婦は大変感銘を受

けました。その方の人間性はもちろ

んですが、そうしてバトンリレーの

ように人の思いがつながれてきたの

かと本当に驚きました。子育ては親

だけではできない、やはり周りの

人々に支えられているおかげなのだ

ということをあらためて実感し、た

ぶんあの時渡されたであろうバトン

を持って今度は我々がしっかり走っ

て、そして次の誰かに手渡さなけれ

ばならない、未熟な人間ながらもそ

う胸にきざんでいます。

このような素晴らしい経験を持ち

ながらも実際は会社と自宅をひたす
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ら往復するような毎日でしたが、子

どもの入園を機会に色々なことを考

えるようになりました。ひたすら忙

殺されるような日々の中に、幼稚園

や地域のことをあまり知らない自分

を見つけ、焦りのようなものを感じ

たのかもしれません。何かもっと関

わりを持ちたいと思う中で、“のび～

る”の皆さんと出会うことができま

した。女性と違い男性が仕事以外で

何かするのはなかなか難しいところ

があります。プライドもあるし、最初

はつい壁をつくってしまう。でも同

じ園児を持つ身、思いは一緒で何を

したら子どもたちが喜ぶか、色々話

をしながら、お父さんたちだからで

きることをしようと活動しています。

このお父さんたちのつながりが子ど

もたちをとりまく環境の一部になる

ことを願って。

在園中の長男もあと数ヶ月で卒園

となりましたが、今後もできる限り

なんらかの形で園との関わりを持ち

続けていきたいと思っています。

(安田　正人)
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「今の我々 は、書くことに関して、あまりに自由になりすぎている。

「調べる」あるいは「考える」と、それを「書く」ことの間には当然距離がある。
―にもかかわらず、その距離をあまり意識しない。だから「余分なもの」が溢れる。
踏み止まって熟慮があってしかるべきところに停止がなく、そのまま流れてしまう。

「書く」ことを実現させるまでの困難をもう一度思え―。」

　　    　  　    　    　  　  (橋本 　治)

たとえば、新共同訳聖書は、申命記

２４章５～２２節を、“人道上の規

定”と定義しています。人道は、人が

人として守るべき道なのでしょうが、

生命に関わることで助けを求められ

た時に、見殺しにしないなどがそれ

にあたります。しかし、申命記２４章

５節以下で述べられていることが、

“規定”“守らねばならないこと”と理

解していたようには読めません。「人

が新たに妻をめとった時は、戦争に

出してはならない。また何の務もこ

れに負わせてはならない。その人は

一年の間、束縛なく家にいて、そのめ

とった妻を慰めねばならない」は“人

道上の規定”と言えなくはありませ

んが、それ以上に、もし社会がそれを

許さないとすれば、そのゆがみこそ

が問われなくてはなりません。６０

年前、アジア太平洋戦争の時、“新た

にめとった妻”を、その儀式だけをし

て、妻を残し“戦争に出された”若者

は帰ってきませんでした。そんな無

残なことをあたりまえのようにした

戦争も、その結果は悲惨なものでし

た。規定ではなく、“新たに妻をめ

とった人を、戦争に出してしまう社

会”は、どうであれゆがんでいるので

す。

「あなたがたが畑で穀物を刈る時、

もしその一束を畑におき忘れたなら

ば、それを取りに引き返してはなら

ない。それは寄留の他国人と孤児と

寡婦に取らせなければならない。そ

うすればあなたの神、主はすべてあ

なたがする事において、あなたを祝

福されるであろう」（申命記２４章１

９節）。というようなことも、人道上

の規定と言えなくはありませんが、

それ以上に社会がその程度の余裕を

失っているとすれば、そのゆとりの

なさが問われなくてはなりません。

もし、その程度のゆとりを失った社

会を作ってしまっているとすれば、

“あなたの神・主”は人というものを

作ってしまったことを恥じるに違い

ありません。

人は、どこかで“穀物”を栽培する

術を身につけました。種をまいて、

“刈り入れ”の時をむかえるにあたっ
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て、人はそれをあたりまえのことと

は理解しなかったはずです。自然の

条件に恵まれない時に、“ききん”と

結果の飢餓に苦しんだことを、聖書

は繰り返し書き残しています。穀物

の刈り入れは、いつでもあたりまえ

だったわけではありません。種をま

いて芽を出す時の驚き、気象条件・自

然の力で失われることになった時の

嘆き、そして刈り入れの時の喜びな

ど、穀物を育てることで必然的に身

につけることになった心の豊かさは、

根こそぎ自分の取り分にして止まな

い貧しさとはなじまなかったはずで

す。これらのことは“人道上の規定”

であったということではなく、自然

の営みの中で人が生きた時に身につ

けることになった、恐れや驚きや喜

びがそうしないではおかなかったと

いうことであって、“規定”ではない

のです。

「ある安息日に、イエスが麦畑を

通って行かれると、弟子たちは歩き

ながら、麦の穂を摘み始めた」（マル

コ福音書２章２３節）は、少なからず

申命記２４章に由来します。ここで

告発されているのは“麦どろぼう”で

はなく、“規定”を守らなかったから

です。もとはと言えば、“規定”がそ

れ（麦の穂を摘むこと）を許したので

はなく、“空腹”である人が、そのよ

うに振舞ったとしても、もともと許

容される社会だったのです。その社

会の懐の深さが、それを許容したの

だと考えられます。ですから、問題に

なっているのは、麦畑の所有者との

間ではなく、“規定”にこだわる人た

ちとの間です。

申命記２３章２５節には「あなた

が隣人の畑にはいる時、手でその穂

を摘んで食べてよい。しかし、あなた

の隣人の麦畑にかまを入れてはなら

ない」とも書かれています。それが

“規定”ではないし、許容しあう社会

ですから、たとえば“立て札”を立て

それを告知したりはしません。イエ

スはと言えば、“規定”であることを

断固退け「・・・だから、人の子は安

息日の主である」と宣言します。イエ

スがそうして、主であると宣言した

自分を背負って生きるのが易しくな

かったのは、多くのことを“規定”で

済ませる社会であったとすれば、や

むを得ないことでした。

　　          　　　（菅澤　邦明）
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みんなだけのみんなだけのみんなだけのみんなだけのみんなだけの「「「「「秋秋秋秋秋ののののの空空空空空」」」」」
　１２３キロ！６月に子どもたちと

植えたさつまいもの苗が、太陽の光

と空からの雨、土からの栄養、みんな

の祈りを葉や根っこいっぱいに吸収

し、大きく大きく成長しました。

　そう、１２３キロとはそのさつま

いもの重さです。

　・・・その後の日曜礼拝で楽しんだ

結果、年長２人、さんぽ・らった２人、

ぽっぽ３人でだいたいそのくらいの

重さです。いも掘り初挑戦のぽっぽ

ぐみはドキドキしながら、去年の経

験のあるさんぽ・らったぐみは少し

余裕の様子でいも掘り３回目の年長

組は慣れた手つきでそれぞれにいも

掘りをしました。時々『ようちゅうで

てきた！』『かえるやぁ～！』『いま

バッタとんだ！』なんて叫び声も耳

にしなが・・・。その日以来、ふかし

いもや天ぷら、大学いも・・・毎日の

ようにさつまいもを味わってきた子

どもたちです。

　そんな子どもたち、１０月８日に

は各クラスそれぞれの道で甲山の頂

上を目指しました。高さ３０９．４ｍ

の甲山。ぽっぽ組は山のふもとまで

バスで行き、そこから頂上を目指し、

さんぽ・らった組は阪急仁川駅から

頂上を目指します。年長組は幼稚園

から歩いて頂上を目指すのです。秋

晴れの空にパワーをもらい、弾む心

で『エイエイオー！』。意気揚々と門

を出ました。仁川駅から歩き始めた

さんぽ・らった組。初めて歩く道、景

色、すべてがみんなのエネルギーに

なり、自然と足取りも軽くなっちゃ

うから不思議です。しばらくみんな

を照らし続けていたお日さまも、山

道に入れば少し休憩～で、そこは

やっぱり秋でいっぱい。どんぐりや

くり、色づき始めた葉っぱ・・・など

など。冒険道では足を一歩踏み出す

たびに、その土のいいにおいがして

きます。

　そして少しずつ少しずつ明るく

なってきて・・・なんだか聞き覚えの

ある声も・・・こけてヒザをすりむい

ていたって、お腹がすいていたって、

疲れていたって、それだけで踏み出

す一歩に力が湧いてきちゃうんです。

　そして頂上に着いた時の仲間との

再会� これほどまでの感動はありま

せん！なんてったって、みんな本当

に『いいかお』です。山の頂上に着い

たとき、いつもより空が近くなった

ような気がします。ビルや建物がな

い頂上で見上げる空はいつもより

とっても広い気がします。一生懸命

に歩いて眺める空はいつもより輝い

ている気がします。

そう、そこにはみんなだけの『秋の

空』が広がっていました。

　　       　　　　　（藤原　紘子）
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すずや便りすずや便りすずや便りすずや便りすずや便り　　　　　
　こんにちは。西宮を離れる前はた

くさんの方に声を掛けていただきま

した。ありがとうございます。さて９

月３０日にさいたま市へ到着、３週

間が過ぎました。季節が夏から秋へ

と移ったせいもあるのでしょうか、

「まだ、たった３週間！？」という感

じです。

　西と東だからなのか、カルチャー

ショックが大きいようで「朝、登校し

たらジャージに着替えて帰りまで

ずっとそのまま」とか「給食のうどん

が一食分ビニール袋に入っている(西

宮は鍋で一緒に煮込んであったらし

い)」だの「ぼけても誰も突っ込んで

くれない（それは関東だから仕方な

い）」。母としてできるのは、話を聞く

ことだけだとしみじみ思います。子

育ての原点に戻って「元気に一日を

過ごせたね、良かったね。」と日々を

過ごしています。

　引っ越した直後はどこのスーパー

に行っても「生すじこ」が売ってまし

て、それを買い込み大量に「いくらの

醤油漬け」を作り(子どもたちの大好

物)、いくら食べ放題状態にして元気

を出してもらっていました。旬のも

のなのであっという間に店頭からな

くなりましたが～。もっと作り置き

しておけばよかったです。まだまだ

おいしい食事が必要な状態なので、

精進しなくては。

　突然ですが、最近のお気に入り：本

では「よい子への道」です。「まいの

なんでも案内」でもお勧め！でした

ね。お餞別にいただいたのですが、読

んでいて気持ちよく笑えてちょっと

現実逃避するにはもってこい！（こ

れは親の感覚かも･ ･ ）親子でげらげ

ら笑って気分もすっきり！なのです。

もう１つ、テレビの公開番組の観覧

希望を申し込むこと。東京のテレビ

局で収録をしていることが多いので、

ジャニーズ狙いで頑張っております。

みのさんじゃないですよ～。自慢で

きるような番組に当たったら報告を

したいと思います。

　　　　　　　　　（富家　香麻里）
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　      ２００８年１１月　あんなこと　こんなこと…
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　　　教会学校から　　　
《10 月の活動報告》

◇ 10 月 5 日（日）

　お米を食べよう！

◇10 月 12 日（日）

　わなげ大会　

◇10 月 19 日（日）

　幼稚園の子どもたちと遊んでもらう

◇10 月 26 日（日）

　作って遊ぶ

《11 月の活動予約》

◇ 11 月 2 日（日）

　おやき＆けりごま

◇ 11 月 8 日（土）

　公同まつり

◇ 11 月 9 日（日）

　射的大会　　

◇11 月 16 日（日）

　高松公園で落葉拾い＆ドッチビー大会

◇11 月 23 日（日）

クリスマスグッズ製作

　　　＆クリスマス映画上映会 Part Ⅰ

◇ 11 月 30 日（日）

クリスマスグッズ製作

　　　＆クリスマス映画上映会 Part Ⅱ
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みかん便り　

　はぃ、第２回みかん便りです。

　ただいま風邪ひき真っ最中。先月

の中旬から、風邪→肺炎→ぜん息→

肺炎→風邪って循環してて、現在進

行形で苦しんでいます。１ヶ月以上

続いてるんですよ(ﾉ�､) ｳｩ･･･

１人暮らしって、こういう時ツライ

ですね！！しんどくても料理して、

洗い物して、洗濯して、掃除して、宿

題して etc、毎日大忙しで、まったく

休めません。。。あぁ、しんどいーー。

話し変わって現状報告ヽ( = ´▽｀
=)ﾉ僕は小・中・高と学生時代『社会
系科目』が大っ嫌いでした。「公民？

現社？？意味わからん。。」って感じ

で今まで過ごしてきました。でも、今

の所属は《法文学部総合政策学科》。

超『社会系科目』です(笑）入った理

由は、そこしか受からなかったって

いう悲しい理由です( 泣) 大学前期は

毎日の授業が辛くて、面白くなくて、

結構休んだりもしてました。でも、な

んか後期は毎日の授業が楽しいです。

相変わらず『倫理』とか、『公共問題』

とかですが( 笑)

僕の将来の夢は“小学校教師”で

す。中学生の時からの夢です。でも、

最近考えが変わってきました。最近

はアフリカとか、カンボジアに行っ

て、自分にできることを何かしたい

なぁって思っています。ボランティ

アってわけでもなくて、仕事として

衣食援助をしたり、子どもたちに勉

強を教えたりしたいなぁって結構真

剣に考えてます。きっかけは授業で

聞いたこの言葉。「何で君たちは、今

のアフリカやアジアのの状況を人か

ら聞いて、ＴＶで見てっていっぱい

情報が入ってんのに何もしようとせ

んのや?雨が降るって情報入ったら傘

持っていくやろ?それと一緒や。何か

しようや！」結構深いっしょ( ｡ ･ ω

�｡ ) 何か昔、金八先生が言ってた言

葉らしいです( 笑）

でも、ホンマそうやと思ったんで、

これから国際問題をちゃんと勉強し

ていこうと思ってます。７秒に１人、

飢餓や環境適応できなくて子どもが

１人死んでるらしいですよ。皆さん

こういうこのことも、少しでいいか

ら頭の片隅に入れて毎日生きるよう

に！！

でも、飢餓のこと考える前に自分

の体治しますヾ(;´▽｀A`` 最近、飯
作るのめんどくさくて、１日１食ち

くわと野菜ジュースのみが続いてま

す( 苦笑) 反省して、明日からは自炊

再開しますんで、えらそうな事言っ

たのは水に流してください。

第３回のときは元気な情報を書く

つもりなんで気楽にのんびり待って

てくださいね♪ほな、この辺で失礼

しま～す。ﾏﾀﾈｯ(^ｰ^)ﾉ~~Bye-Bye!

　　           　　　（河村　高志）
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　グアテマラ便りグアテマラ便りグアテマラ便りグアテマラ便りグアテマラ便り

　先日、自然生態の授業が終わりま

した。グアテマラの地形、気候、生

態についてだったのですが、その担

当講師の方は日本に２回、研修など

で滞在したことがあって、日本との

比較も含めて話してくれました。

　まず、山、そして火山のできる過

程などは、グアテマラも日本と同じ

なので、風景がどことなく似ている

のです。ただ、赤道に近い所なの

で、そこの高度によってまったく気

候が変わってくるんですね。アンテ

ィグアは１５００ M で、涼しい毎日

です。さらにウエウエテナンゴ（近

頃缶コーヒーで売り出されてると聞

きましたが・・）は２０００ M 。お

そらくその缶コーヒーのデザインに

なっている展望台は３０００ M 位で

す。この前、そこへ夜明けを見に行

きましたが、こともあろうか担当講

師に、「かけっこだっ！」と言われ

て走ってしまって。息苦しい思いを

しました。

　一方、有名なティカル遺跡のある

地域は１３０ M 位で、４０度に達す

る暑さ・・・。火山帯の近くには温

泉もあるのですが、　日本のような

感じじゃなくて、個室風呂になって

いました。こっちで日本風の温泉浴

場があったら、どんなにステキ！と

思うんですけどね・・・・（ココに

来て９ヶ月、湯船に浸かることなく

暮らしています。くすん）

　ティカルと言えば、クラスの研修

で訪れたとき、一番高い神殿上で、

皆で瞑想のときを持ちました。た

だ、自然の音だけが耳に入ってくる

（ホエザルの声、クモザルのケンカ、

鳥たちの声・・・）とても豊かなひ

とときでした。ジャングルの木々の

呼吸まで聞こえてきそうです。

　９月の旅では洞窟を巡ったり、国

鳥のケッツアルを待ったり（結局そ

の朝には姿を見せませんでした）。

今も豊かな自然に覆われています。

クラスの皆は、泳げなくても（泳げ

ないグアテマラ人多し）水辺に行く

と入ってます・・・写真はセムック

チャンペイと言う、川棚です。

　　       　　　（横山　佳代子）

P.S. 横山さんから10 月 30 日にメー

ルが届きました。
　
　１２月２日にこちらを発ち、４日の夕方に
日本到着予定です。
　７日、教会に伺えたらと思ってはいるので
すが、ペルー人のフォルクローレデュオの
チャリティコンサートのお手伝いをすること
になりそうなので、（きっと無料です。大阪
OAP？帝国ホテルのお隣のロビーだと思うので
すが。南米のグッズなども売られて、楽しいイ
ベントです。良ければぜひ・・・）聖書を読む
会？は第２週ではありませんか？そうだった
ら、参加させていただきたいです。
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大切な贈り物・津門川　７５

　毎朝の登園は、阪急の踏み切りを

渡り、慌ただしい商店街を抜け、津門

川に出ます。すると、ぱっと開けたよ

うに明るく、そこには賑やかな子ど

もたちの「おはよう」の声で溢れてい

ます。何気なく通り過ぎていく毎日

ですが、改めて想うと、絵本の１ペー

ジの様に気持ちの良い、すがすがし

い風景です。

　津門川は、その日によってきれい

だったり、にごっていたり、水かさが

増していたり、そうでなかったり

様々です。鯉や鴨、サギや亀など、私

の通る短い範囲にびっくりするほど

次々と可愛い生き物に出会えます。

それらの生き物のおかげで、門に入

るのをむずがった息子は、何度笑顔

をもらったことでしょう・・・。

　また、今年の夏はスッポンが顔を

出しているのに出会い、小１の兄は

“ミニミニ水族館”に何やら報告に

行っておりました。

　私たちは、おさんぽに、四季折々に

と、津門川にお世話になっています。

人の手をかけないで育まれる生き物

たちに、こんな身近で出会えること

に感謝の気持ちで一杯です。

　しかしそのために、皆様に地域の

方々に見守られていることを忘れな

いでおこうと思います。幼稚園で過

ごす子どもたちの記憶にしっかりと

残る川です。津門川を通して、自然と

生きものを大切に想うきっかけをい

ただきました。

（杵村　昌子）
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　愛宕山で生まれ育った私にとって、

津門川は昔から良く知っている川で

す。私が小学生の頃、今から２０年

ほど前の津門川は多分生活用水が流

れていて、思い出してみてもとても

きれいとは言えない川でした。

　それから１０年ほどして、毎日出

勤の時、川の横を通るようになって、

久し振りに川をじっくり見てみると

「え？昔よりきれいになってる？魚も

いる！！」とびっくりしたのを覚え

ています。その数年後、川の横に住

むようになり、子どもも公同幼稚園

でお世話になるようになりました。

以前よりきれいになった川を見る

のはとても気持ちがよく、川に住む

生き物や植物も今ではたくさんいて

びっくりです。そして子どもと川を

見てみると、いろんな生き物を発見

できてとても楽しいです。季節に

よって植物、川に集まる生き物も変

化していてぼんやりとながめて歩く

のもすごく好きです。

勇佑が教会学校で、川掃除に時々

参加するようになり、こんなにきれ

いな川になったのはこんな活動の積

み重ねなんだと改めて気付いた時、

とても貴重な経験をさせてもらって

いるんだなと思いました。

きっと、子どもたちが今見る津門

川は私が子どもの時に見た川より

ずっと魅力的ですてきな川だと思い

ます。

（石野　朋子）
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まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内

　朝晩はもう冬かと思う冷え込みで、

マフラーと部屋履きが手放せない今

日この頃、皆様いかがお過ごしで

しょうか。あと、蜂蜜漬けの生姜と、

湯たんぽあたりにも日々お世話に

なってます。私と同じく冷え性の方、

是非お試しください。そんな寒い中、

私はほぼ毎週末、屋外（しかも河原）

で英語劇の練習をしています。今回、

大学の学祭で公演するのが、役者と

しては最後の舞台になるので、なか

なか感慨深いです。その割にせりふ

を暗記していなかったり、大道具が

できてなかったりするので、これか

ら２週間は、かかりっきりになりそ

うです。頑張ります。さて、そのお芝

居なんですが、何をするかというと、

『Wicked（ウィキッド）』です。ブロー

ドウェイのミュージカルで、日本で

も劇団四季がずっとやってたり、U S J

のショーでやってたり、知ってる人

もそこそこいらっしゃるかなぁと思

うのですが。この『Wi c k e d』、実は、

なかなか児童文学にも関係あるので

す。だって、『オズの魔法使い』のパ

ラレルワールドのお話だから。今回

から次回にかけては、『オズの魔法使

い』『Wicked』を、まとめて紹介して

みたいと思います！

　『オズの魔法使い』は、ドロシーと

いう女の子が、アメリカのカンザス

から竜巻のせいで家ごと、オズの

国っていう異世界に飛ばされるとこ

ろから、始まります。家が落ちたの

は、オズの国の東を治めていた悪い

魔女のちょうど真上。彼女はそれで

死んでしまい、ドロシーは北の善い

魔女から祝福を受け、東の悪い魔女

の魔法の靴をもらい、元の世界に帰

るために、偉大な魔法使い、オズの住

むエメラルドの都へ向かいます。道

中、脳みそが欲しいかかし、心が欲し

いブリキのきこり、勇気の欲しいラ

イオンに出会い、それぞれ欲しいも

のをオズにもらうため、一緒に旅を

することになります。エメラルドの

都はすべてがエメラルドでできてい

て、緑。やっと会うことができたオズ

は、願いを叶えてほしければ、西の悪

い魔女を殺して来い、と無理難題を

ふっかけるのでした。ドロシーら４

人は西の国へ。色々あった挙句、見

事、西の悪い魔女を水で溶かし、エメ

ラルドの都へ戻ります。ところが、そ

こで判明したのはオズの正体。なん

と彼は、ドロシーと同じように、アメ

リカから飛ばされてきた、全く普通

の人間だったのです。当然魔法は使

えない。それでも、ドロシー以外の３

人には何かしら望むものを与え、ド

ロシーとも、彼がオズの国に来たと

きのように、気球で一緒に帰ろうと
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します。しかしドロシーは気球に乗

り損ね、結局最後の望み、南の善い魔

女、グリンダに会いに行きます。グリ

ンダは、実はドロシーがずっと履い

ていた東の悪い魔女の靴こそ、行き

たいところへ連れて行ってくれる魔

法の靴なのだと説明。そういえば、西

の悪い魔女も、この靴を欲しがって

たっけ。ドロシーは靴を使い、無事、

カンザスへ帰ることができました、

めでたしめでたし。

　と、まぁこれがあらすじです。これ

だけならまぁ普通のお話なんですけ

どね、サイドストーリーが色々とお

もしろいんです。中でも私が圧倒さ

れたのが、これ。「昔々、あるところ

に美しいお姫様がいました。このお

姫様は、大変な力を持った魔法使い

でした。（中略）お姫様は、誰からも

愛されていましたが、何とも悲しい

ことに、自分の愛をそそぐ相手がど

うしても見つかりません。男はみん

な、あまりにもおろかでみにくく、美

しくてかしこいお姫様にはふさわし

くありませんでした。けれども、つい

に、顔立ちがよくて、男らしくて、年

の割に賢い少年が見つかったのです。

お姫様は、この少年が一人前の男に

なったら、是非とも結婚しようと決

心しました。少年を自分のお城に連

れてきて、どんな女も憧れている、た

くましくて、善良で、立派な男に育て

ようと、ありとあらゆる魔法を使い

ました。」（偕成社文庫版より引

用）・・・これが噂の、逆紫の上計画

ですか！！（笑）私、多分『オズの魔

法使い』を初めて読んだのは小学校

低学年かと思うのですが、こんなエ

ピソード、全く覚えておりませんで

した・・・。まぁ本筋には関係ないの

で仕方ないのですが。やっぱり、いい

本っていうのは、読むたびに新しい

発見があるものだと思うんですよね。

自分が読む状態によって、受け取り

方も全然変わってきますし。次回は

いよいよ『Wi c k e d』についてお話し

たいと思うので、是非『オズの魔法使

い』を知ってる方も一度読み返して

みて、新しい発見をしてください！

ではまた次回。

　　              　　　(高橋　舞)
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つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

　一週間前、ふと“湯たんぽ”のことが気になっ

て確認してみたら“フタ”が行方不明でした。足

先が冷えやすく、結果寝付きにくくなる為、昨年

“無印良品”で見つけたポリ湯たんぽには重宝し

ましたが、今のところ“フタ無し”状態です。足

先だけでなく、指先、耳などの“末梢血行障害”

に悩まされる季節になってきました。病院にいっ

てみたりしましたが、結果渡されるのはビタミン

E 製剤だったりします。やっぱり“湯たんぽ”な

のです。

久し振りに宝塚の父を訪ね、ここしばらくとは

様子が違っているので、囲碁の話をしたところ、

“やってみる”ということになって、久し振りに

囲碁を２局打つことになりました。ここしばらく

元気がなかったのは施設の投与している“くす

り”だとにらんでいます。

　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｋ）

　

　好きな色がいっぱいあります。ピンクもその１

色です。ピンク色ってうきうきしてくるという

か、明るい気持ちになります。先日、子どもたち

と総合運動公園のコスモスの丘に行ってきまし

た。秋晴れの鮮やかな青空にコスモスのピンク色

がマッチ☆たくさんのピンクにうっとり～☆して

しまいました。園舎に、プランターに、そして畑

に、いろんな場所でコスモスに出会うたびに嬉し

くなります。

　すてきな色だな～と改めて感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（Ｎ）

　

　教会学校の子どもたちと六甲登山へ行ってきま

した。年長の時間を一緒に過ごした子どもたちが

もう２年生。毎日全身で遊んでいたみんなが、テ

ストの話をしているなんて～…と、時間の流れの

早さを感じ、一瞬一瞬を大切にしたいなぁと思い

ました。久しぶりの登山は大変だったけれど、卒

園したみんなと過ごせる時間がとっても嬉しかっ

たです☆

　　　                                   （Ｙ）

　今、ナンキンハゼがとても大好きです。ご存知

ですか？ナンキンハゼ、街路樹としてもよく見ら

れる木です。今ちょうど葉っぱが緑から鮮やかな

赤に色づいています。少し調べてみると実がつい

ているのですが、その実はだんだん白くなって

葉っぱが落ちてもそのまま残っているそうです。

葉っぱのない木に白い小さな実がいっぱいついて

る、その姿も楽しみです。ナンキンハゼはいつも

そこに立っていたはずなのに、今の時期に歩いて

気付く事ができました。子ども達と歩いていると

私もいろいろ気づかされます。素敵な今年の秋の

出会いに感謝します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）

　今年は４年に一度、市長選とやら～。現職市長

の市政報告会に参加した（これはワケあり。聞か

ないでね）。４年前、事情あってひどい風邪ひき

状態、加えて４年前も市長選があって、ワケあり

で何度かその会に参加してもっと症状が悪くな

り、今年はそうなりたくないと願っていたのに

やっぱり「悪化」しそう。

　「西宮ガーデンズのオープンで４０００人の採

用、２００を超える有名店舗の参入でこれから

ガッポガッポお金が入ってくる。切りつめてきて

黒字にかえた市政は余裕ができるので、何でもし

たいことをやっていける」。アホ○！コツコツ地

道に汗流して地元で生きてきた小さな店はどうな

る。一人でも追い込まれることになったらー。J R

西宮のフレンテからコープは撤退する。隆盛を極

めた神戸ハーバーランドは今、ひとつひとつ灯が

消えていっている。市長の手で「にしきた」はい

つか訪れる「衰退・破滅」への一歩を踏み出そう

としている。

　　           　                      （Ｊ）


